
匹見「いこいの家」飲食業進出計画

＝オーベルジュ(※)を目指して＝

アンダンテ２１　狩野　祐二（かのう　ゆうじ）

※仏語で宿泊設備のあるレストランをさします。









わさびを世界へ



  

地域課題と解決策

１）高品質な農林水産物がありながら、販売単価が安い。結果、農家や漁師の定

住が困難である。

→ブランド構築（詳細後述)

２）世界に誇れる自然環境がありながら、観光業は低迷している。

→飲食提供により　宿泊客増。

→田舎体験ツーリズムも実施。



飲食業のコンセプト

1.地元食材を徹底活用

　- IUターン者からの買付を優先

　-形の悪い食材、間引菜歓迎

　-食材へのストーリ性を追求

2.素材を活かしたオリジナル料理

3.高津川流域ブランドの構築





只今、開業準備中

屋号：オーベルジュＷＡＳＡＢＩ（仮称）

場所：益田市匹見町匹見イ679（匹見峡温泉裏）

電話：準備中

宿泊料金：

宿泊者 素泊の宿泊料（1泊/名）

乳児   無料

幼児  500円

小中学生  1,000円

青少年（大学生・高校生相当）  1,500円

一般 （大学院・社会人）  2,000円

アンダンテ21会員および家族 1,500円



ご静聴ありがとうございました！
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